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「がん教育 ～がんを通していのちの大切さを学ぼう～」 
 

 

 

 

  

保健室の窓からも、やわらかな春の日差しが入ってくるようになりました。 

今年度も、感染症対策では、保護者の皆様にたくさんのご協力をいただき、 

ありがとうございます。オミクロン株による子供たちの感染がまだまだ増加 

する中、周りの子供たちのことも考え、対応していただき感謝いたします。 

今年度も残りわずかとなりましたが、子供たちが安心して学校生活を送る 

ことができるよう努めてまいりますので、引き続きよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年２月 19 日に、道徳授業地区公開講座と学校保健委員会の機会をとらえ、 

アフラック生命保険株式会社のご支援により、第６学年で「がん教育 ～がんを通していの 

ちの大切さを学ぼう～」を実施しました。今回、講師にがん患者さんを支援する団体である 

ＮＰＯ法人がんノート代表理事の岸田徹さんをお招きし、がんについての正しい理解と、 

がん患者や家族などのがんと向き合う人々に対する共感的な理解を深めることができました。 

がんは日本人の死因の第１位であり、約２人に１人は一生の間に一度はかかるとされている身近な病気

です。医学の進歩により、がんは、早期発見・早期治療によって治癒することもできるようになりました。「怖い病

気」といったイメージにとらわれず、がんについて正しく理解することと、がんについて学ぶことを通して健康と命の

大切さについて考えることが、がん教育の目標です。 是非この機会に、お子様と一緒にがんについて学び、話

し合ってみてください。 
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（公益財団法人 がん研究振興財団） 
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【がんができるしくみ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭数配布 
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＜けが（外科的訴え）＞ 

今年度の結果より、一番多いけがの来室内容は擦り傷でした。中でも、“休み時間中、校庭でおいかけっこ 

中に転倒したことによる擦り傷“が最も多い要因でした。体育中のけがでは、打撲や捻挫、骨折などが、マット運

動・跳び箱・ボール運動中に特に多く発生しました。それ以外にも近年のけがの傾向として、転倒時に手が出

ず、直接顔面や頭部をぶつけることが多くなっています。また、全国的にも年々打撲によるけがが増えています。 

 

＜病気（内科的訴え）＞ 

昨年度の病気による来室者 436 人と比較すると、今年度は 129 人減少しました。中でも一番多かった症 

状は頭痛による来室でしたが、問診をしていくと、子供たち同士の人間関係や生活環境、生活習慣等が複雑

に絡み合い、内科的不調の訴えとして“サイン”を発していたこともありました。2021 年当初から続く新型コロナ

ウイルス感染症対策により生活環境が大きく変わり、子供たちの心身の健康に大きな影響を及ぼしています。

今後も病気の症状や心身の健康問題が悪化しないよう、早めの休養や受診を呼び掛けるとともに、担任・ご

家庭と連携してまいります。 
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２月末現在の保健室来室者は、昨年度より 282 人増加しました。昨

年度は、長期の休校期間もあり、例年よりも来室者は減少しました。今年

度も、感染症対策により、休み時間中の校庭使用制限を行ったこと、接触

を避けた活動に変更をしたことから、コロナ禍前より来室者が少ない結果と

なりました。 


